
次世代コンサルとして
成長するための
アドバイス

コンサルティングは分野に
よってまったく違う！
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「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
評
価
は
、『
会

社
の
業
績
』
と
『
個
人
の
業
績
』
に
加

え
、『
稼
働
率
』
の
３
軸
で
評
価
さ
れ

る
の
が
一
般
的
。
た
だ
し
、
具
体
的
な

評
価
シ
ス
テ
ム
や
評
価
の
項
目
な
ど
は
、

フ
ァ
ー
ム
の
規
模
や
分
野
に
よ
っ
て
多

少
異
な
る
の
が
現
状
で
す
」

こ
の
よ
う
に
話
す
の
は
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
内
部
事
情
に
詳

し
い
ア
ク
シ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

荒
木
田
誠
氏
。
例
え
ば
大
手
総
合
系
フ

ァ
ー
ム
で
は
、
各
社
独
自
の
評
価
シ
ー

ト
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
評
価
し
て

い
く
。
し
か
し
、
同
じ
総
合
系
で
も
、

フ
ァ
ー
ム
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る
よ
う

だ
。
例
を
挙
げ
る
と
、
ア
ナ
リ
ス
ト
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル

ご
と
に
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
の
「
必
須
要
件
」

が
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
記
載
さ
れ
て
い
る

フ
ァ
ー
ム
も
あ
れ
ば
、
タ
イ
ト
ル
ご
と

に
「
今
満
た
す
べ
き
要
件
」
と
「
次
の

タ
イ
ト
ル
に
必
要
な
要
件
」
が
２
分
割

さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
併
せ
て
社
内

の
研
修
に
よ
っ
て
双
方
を
満
た
す
こ
と

で
昇
進
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
フ
ァ

ー
ム
も
あ
る
と
い
う
。

同
じ
く
同
社
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

務
め
る
伊
藤
文
隆
氏
は
、
フ
ァ
ー
ム
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規
模
に
よ
っ
て
評
価

の
方
法
は
大
き
く
異
な
る
と
話
す
。

「
新
興
系
や
小
規
模
な
フ
ァ
ー
ム
だ
と
、

評
価
制
度
そ
の
も
の
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
大
手
フ
ァ
ー

ム
の
よ
う
に
評
価
軸
が
明
文
化
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
り
、
評
価
す
る
人
物
と
さ

れ
る
人
物
が
別
々
の
案
件
に
参
画
し
て

お
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
働
き
を

し
て
い
る
の
か
、
評
価
者
が
把
握
で
き

な
い
ま
ま
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
」

ま
た
、
チ
ー
ム
の
人
数
が
少
な
い
戦

略
系
の
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
変
わ
っ
て
も
評
価
者
や
上
司
が
同

じ
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が

ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
、
評
価
す
る

際
に
何
を
重
要
視
す
る
の
か
、
把
握
す

る
こ
と
も
重
要
だ
と
い
う
。

一
方
、
リ
ネ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

で
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
大
森
崇

氏
は
、「
評
価
の
根
本
は
普
遍
的
。
フ

ァ
ー
ム
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
は
な
い

は
ず
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
個
々
人
の

努
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
次
元
で

評
価
が
決
ま
る
場
合
も
あ
る
と
話
す
。

「
顕
著
な
例
が
、
市
場
の
ト
レ
ン
ド
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
製
造
業
や

金
融
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
案
件
数
は
激

減
し
て
い
る
。
結
果
、
評
価
指
標
で
あ

る
稼
働
率
が
必
然
的
に
下
が
る
た
め
、

担
当
チ
ー
ム
の
評
価
は
相
対
的
に
下
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
企
業
再

生
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
管
理
、
経

営
管
理
な
ど
の
案
件
は
急
増
し
て
い
る

た
め
、
社
内
で
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
年
間
数
億

円
規
模
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当

し
て
い
る
チ
ー
ム
が
必
然
的
に
高
く
評

価
さ
れ
る
傾
向
な
ど
も
。
市
場
の
ト
レ

ン
ド
、
社
内
評
価
の
傾
向
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
な
ど
を
総
合
的
に
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
」

そ
の
ほ
か
に
も
、
外
部
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ベ
ン
ダ
ー
が
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
で
あ

る
フ
ァ
ー
ム
に
送
る
ア
ワ
ー
ド
な
ど
も
、

評
価
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
。
現

場
に
近
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
案
件
を
取
っ
て
く
る
パ
ー
ト
ナ
ー

ク
ラ
ス
の
人
間
に
と
っ
て
も
、
ア
ワ

ー
ド
の
受
賞
は
次
の
営
業
に
必
ず
活

き
る
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ー
ム
の
規
模

や
分
野
な
ど
は
評
価
方
法
に
影
響
し

て
く
る
も
の
の
、
根
本
的
な
部
分
は

共
通
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た

背
景
を
踏
ま
え
、
評
価
の
高
い
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て
大
森
氏
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

「
前
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ァ
ー
ム
に

よ
っ
て
評
価
軸
が
本
質
的
に
異
な
る

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
が
考
え

る
そ
の
本
質
と
は
、『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
』
と
『
数
字
を
作

る
力
』
の
２
つ
。
こ
の
二
つ
の
力
が

高
い
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
ど
の
フ

ァ
ー
ム
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
」

1
その

同じような業務でも、IT系と戦略系のフ

ァームではレベル感が異なる場合が多い。

「SAP導入など、クライアントのニーズ

が明確化されているIT系で経験を積んだ

コンサルタントは、戦略系では日常茶飯

事の仮説検証などのスキームに対する免

疫がないため、転職してから評価されな

い可能性が高い。入社後に相当なトレー

ニングをこなす意識を持ちましょう」（荒

木田氏）

こんなのアリ？
評価にまつわる意外な小話

●お話を伺った方々

とあるファームでは、評価者がプロジ

ェクト人数分の持ち点を持っており、

主観的な判断でメンバーに持ち点を配分・

加点する。システムカットオーバー前

日の超繁忙期に、応援のメッセージを

書いた白いＴシャツを数十枚用意し、

メンバー全員に配布して元気付けたコ

ンサルタントが、その制度により高い

得点を得て、それを機にマネジャー職

に昇進した例も

「感情点」の配分は大きい？

case

1

多くのファームでは、プロジェクトご

との相対評価をすり合わせ、全社にお

ける最終的な評価を下す「評価会議」

が定期的に行われる。評価順にコンサ

ルタントの名前が並べられた表をもとに、

「こいつがＡ評価なわけないだろう!」、「だ

ったら俺のプロジェクトにいたあいつ

をもっと評価しろ！」など、プロジェ

クトマネジャー同士の議論で最終的な

評価が変わることも少なくない

最終評価は意外にアナログ

case

2

評価者を悩ますのは、「プロジェクトの途中

で“失速”してしまうコンサルタント」。最

初は高い成果を出していたにもかかわらず、

大きなミスを犯したり、クライアント

からダメ出しをされ続け、途中から出

社することすらままならなくなってし

まったコンサルタントは少なくない。

評価期間の前半と後半をどうとらえて

評価するか、最終的なアウトプットで

判断するか否かが難しいという

評価が難しいコンサルタント

case

3

コンサルタント評価の舞台裏 
自分の力を発揮するために、知っておきたい　 　情報 

 これまで紹介してきたような注目案件を手掛けるためには、 
コンサルタントとして高く評価され、成長し続けることが不可欠。 
 実際、どんなファームが何を基準に、どのような評価を行っているの  か？ 
 次世代を担うコンサルタントとして成長するためには、何を意識すればいい  のか？　 
コンサルタントの評価に詳しい3人に話を聞いた。 

評価に対して 
こだわり過ぎるのは厳禁！ 

同じタイトルでも 
評価基準は多種多様 

ファームによって、タイトルの定義や評

価基準が大幅に異なることも。同じ「シ

ニアマネジャー」というタイトルでも、

あるファームではプロジェクトマネジメ

ントの良しあしで評価が分かれる一方、

別のファームでは営業活動の実績が評価

に直結するという。「ファーム間転職の場

合は、具体的な業務内容や評価軸を事前

に詳しく理解しておくべきです」（伊藤氏） 

初公開！ 

フ
ァ
ー
ム
の
規
模
や
分
野
が 

評
価
基
準
に
影
響
す
る 

市
場
動
向
な
ど
の
外
的
要
因
で 

評
価
が
上
下
す
る
こ
と
も 

 special コンサルティング　プロジェクト・アワード 

「コンサルティング業界は変化の大きな業界。

評価を上げるために特定の人物にこびて

いるだけでは、いざというとき立ち回れ

なくなります。市場価値を高めるためには、

コンサルティング業界に就業したという

意識を持って、日々努力を重ねるべき。

共に働くメンバーや違うチームの上司など、

すべての人が評価者である意識を持つこ

とが大切だと思います」（大森氏） 
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